
第 5 学年算数科学習指導案 

                      平成２７年１１月１３日（金）１校時 

場 所 ５年１組 教室 

児 童 ５年１組 

授業者 T1    T２ 

 

１ 単元名 単位量あたりの大きさ 比べ方を考えよう（１） 

 

２ 単元について 

(1) 教材について 

本単元は，「いくつかの数量があるとき，それらを同じ大きさの数量にならす」という平均の意

味とその求め方，及び平均の考えを前提として単位量当たりの大きさについて理解し，用いること

ができるようにすることをねらいとしている。 

平均では，ジュースの量や卵の重さ，魚の長さなど，個体差のあるものをならしてどの大きさも

同じと考えるなど，数量を理想化してとらえられるようにしていく。また，普段は小数を使わない

サッカーの得点や人数などの分離量でも，平均で考えるときには小数で表してよいことなどを学習

していく。この「ならす」という平均の考え方を前提として，まず，混み具合の考察を通して単位

量当たりの大きさについて理解する。その後，人口密度の意味を理解したり，様々な資料について，

単位量当たり大きさを用いて比較したりする。そして，これらの学習や身の回りに単位量当たりの

考えを用いたものがたくさんあることを見出す中で，その有用性を理解させるようにしていく。 

 

(2) 児童について 

児童は，みんなで学び合おうとする意識をもっている。しかし，学習内容の理解や定着に個人差

が大きいため，交流が全体のものにならない場面も見られる。 

問題解決に当たっては，数直線を問題把握のための手段として用いることが多い。けれども立式

の手段として利用するには，未だ理解が不十分の児童も多いと思われる。 

単元の学習にかかわって，生活経験から感覚的に「混んでいる・すいている」ととらえることは

できると考えられるが，数値化し理論立てて考えるのは初めてであり，面積と人数という二つの数

を同時に考えなければならないという点で難しさを感じる児童が多いと思われる。数値が多いから

混んでいるのか，尐ない方が混んでいるのか，イメージをもてない児童もいると考えられる。 

   

(3) 指導に当たって 

本単元では，異種の２つの割合としてとらえる量を，どのようにして比べ，数値化してすればよ

いか考えていく過程で，２つの数量のどちらか一方をそろえて，もう一方の量で比較する方法に気

付かせていきたい。その際，効率性や一般性から，単位量当たりの大きさで比べるよさについて理

解できるようにしていきたい。 

 

【数学的な表現を使って考える活動】 

・ 既習を生かしながら式や図，数直線を使って考える活動を通して，「同じ大きさの数量になら

す」「単位量当たりの大きさ」について理解し，問題解決できるようにする。 

 

  【数学的な表現を使って学び合う活動】 

・ 式や図，数直線を手がかりに学び合う活動を通して，比べ方のとらえを確かなものにする。 

 

  【形態】 

    次のようなねらいにより，本単元は，主に TT による一斉指導の形態をとる。 

   ア 児童個々の多様な考えを取り上げ，数学的に価値付け，全体のものとして広める。 

   イ 構造的な板書により，児童の思考を整理する。 

   ウ つまずいている児童へのきめ細かな支援をする。 

 



３ 単元の目標と評価規準 

（１）単元の目標 

・ 平均の意味を理解し，それを用いることができる。 

・ 異種の２量の割合としてとらえられる数量について，比べることの意味や比べ方，表し方を理解

し，それを用いることができる。 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

・妥当な測定値を求める

ために平均を用いる

よさに気付き，進んで

生活や学習に活用し

ようとしている。 

・異種の二つの量の割合

でとらえられる人口

密度などを，単位量当

たりの大きさなどを

用いて数値化したり，

それらを進んで問題

解決に生かしたりし

ようとしている。 

 

・身の回りにある事柄に

ついて，妥当な測定値

を求めるために平均

を用いることを考え

ている。 

・異種の二つの量の割合

としてとらえられる

数量について，その比

べ方や表し方を考え

ている。 

・測定値の平均を求める

ことができる。 

・異種の二つの量の割合

でとらえられる人口

密度などを比べたり

表したりすることが

できる。 

 

・同じ大きさの数量にな

らすことでより妥当

な数値が得られる場

合は，測定値を平均す

るとよいことを理解

している。 

・異種の二つの量の割合

としてとらえられる

数量について，その比

べ方や表し方につい

て理解している。 

・単位量当たりの大きさ

について理解してい

る。 

・１㎡でそろえて考えた

とき，数値が大きい方

が混んでいるととら

えるなど，人口密度な

どの量の大きさにつ

いての豊かな感覚を

もっている。 

 

４ 教材の関連と発展（次頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 教材の関連と発展 
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３年【新しい計算を考えよう】 

わり算・等分除・包含除の意味とその求め方（同

じ数ずつ分ける）    

 １人分の数×人数＝全部の数 になるから 

 等分除の操作(均等配分)(同じ大きさの数にならす) 

何人に分けられるかを求めるときもわり算 

 

５年【比べ方を考えよう(1)】単位量当たりの大きさ 

平均の意味とその求め方（ならす） 

ならした量を計算で求めると 

平均から全体量を求める方法 

         平均を一つ分と考えると 

単位量当たりの大きさの意味 

どちらか一方をそろえて比べると 

人口密度の意味とその求め方 

単位量当たりの大きさを使って比べると 

 

６年【速さ】 

速さの意味と表し方（時速，分速，秒速） 
速さに関する公式とその適用 

５年 【比べ方を考えよう（２）】百分率とグラフ 

 割合の意味とその求め方 

１年【どちらが ながい】 

長さについての基礎的意味や感覚を身に付ける       

比較や任意単位による測定方法の理解 

          ますのいくつ分で表すと 

２年【長さを はかろう】 

 長さについての単位と測定の意味，単位の関係，

物差しの目盛の仕組みの理解 

       １cmいくつ分であるかで表すと 

 １ｃｍを同じ長さに１０に分けた１つ分の長さ 

中学【資料のちらばりと代表値】 

 ヒストグラムや代表値の必要性や意味 

 ヒストグラムや代表値を用いること 

 誤差や近似値，a×10nの表現 

６年【資料の調べ方】 

 代表値の平均 

本時 



５ 指導計画・評価計画【１４時間】（◎全員の評価の機会とする観点○補完する評価の機会とする観点） 

 

時 

 

目  標 

 

学 習 活 動 

評価規準（評価方法）  

形態 数学的な考え方 関心,技能,知識･理解 

① 平均【6 時間】 

１ プロローグ  写真を見て「ならす」ということの経験や意味について話し合う。 

 

1C2T 

TT 

「平均」の意

味と求め方

について理

解する。 

・6 個のオレンジから絞ったジ

ュースの量から，1 個当たり

のしぼれる量について考え

る。 

・棒グラフを使い，凸凹をなら

した量を求める。 

  ○□関 平均を計算で求め

る方法を考えようと

している。（観察・ノ

ート） 

◎□技 平均を計算で求め

ることができる。（学

習活動の様子・ノー

ト） 

 

1C2T 

TT 

２ ・ならした量を計算で求める方

法を考える。 

・用語「平均」を知り，求め方

をまとめる。 

・平均を求める問題の解決を通

して，平均の意味や求め方を

確かめる。 

 

３ 平均から全

体量を求め

る方法を理

解する。 

・1 個のオレンジからとれたジ

ュースの平均の量から，20 個

ではどれだけの量になるか考

える。 

・平均を使って，全体量を予測

する。 

 

◎平均の意味や数

直線を基に，平

均から全体の量

を予測する方法

を考え，説明し

ている。（発表・

ノート） 

○□技 平均から全体を求

めることができる。

（学習活動の様子・

ノート） 

1C2T 

TT 

４ 値に 0 があ

る場合の平

均の求め方

や，分離量で

も平均値は

小数で表す

場合がある

ことを理解

する。 

・サッカーの 1 試合当たりの平

均得点について考える。 

・平均を求めるときは 0 を含め

て考えることや，分離量であ

っても平均が小数になる場合

があることが分かる。 

・「算数新発見！」を読み，仮平

均について知る。 

 ◎□知 平均を求める目的

に応じて 0 も含めて

平均を求めること

や，分離量の場合も

平均の値を小数で表

してよいことを理解

している。（学習活動

の様子・ノート） 

1C2T 

TT 

５ 算数的活動

を通して学

習内容の理

解を深め，興

味を広げる。 

・〔やってみよう〕自分の 1 歩の

歩幅を，平均の考えを使って

求め，それを使って実際のい

ろいろな距離や道のりを調べ

る。 

・「算数新発見！」を読み，外れ

値について知る。 

 ◎□関 学習内容を適切に

活用して，活動に取

り組もうとしてい

る。（学習活動の様

子） 

1C2T 

TT 

６ 学習内容を

適用して問

題を解決す

る。 

 

・「力をつける問題」に取り組む。  ◎□技 学習内容を適用し

て，問題を解決する

ことができる。(学習

活動の様子・ノート) 

1C2T 

２ｺｰｽ 



② 単位量あたりの大きさ【５時間】  

７ 

 

プロローグ  「こんでいる，すいている，かたまっている，ばらけている」ということの意味や

経験について話し合う。 

混み具合の意 

味を理解し， 

面積，匹数のど 

ちらかが同じ 

場合の混み具 

合を比べるこ 

とができる。 

 

・面積とうさぎの数が違う 3

つの小屋の混み具合の比べ

方を考える。 

・ＡとＢ，ＢとＣを比べ，ど

ちらかがそろっていると比

べられることをおさえる。 

 

 ○□関 混み具合は２ 

量の割合として 

とらえられる量 

であることに気 

付いている。 

（ノート） 

1C2T 

TT 

８ 

 

本

時 

面積と匹数が

異なる場合の

混み具合の比

べ方を理解し，

比べることが

できる。 

・ＡとＣの比較を通して，匹

数か面積のどちらかをそろ

えればよいことを考える。 

◎混み具合を比べると

きに，どちらか一方に

そろえて比べるとよい

ことを考え，説明して

いる。（学習活動の様

子・ノート） 

 

 

 

 

 

○□関 面積，匹数が

異なる場合の

混み具合の比

べ方を考えよ

うとしている。

（ノート） 

○□知 単位量当た

りの大きさを

用いて比べる

ことの意味を

理解している。

(学習活動の様

子・ノート) 
 

1C2T 

TT 

 

９ 
 

 

 

・面積をそろえて１㎡当たり

の匹数で比べたり，匹数を

そろえて 1 匹当たりの面積

で比べたりすればよいこと

をまとめる。 

・前者の方が分かりやすいこ

とをおさえる。 

 

◎混み具合を比べると

きに，単位量当たり

の大きさを用いて比

べるとよいことを考

え，説明している。

（学習活動の様子・

ノート） 

  

1C2T 

TT 

10 「人口密度」の

意味とその求

め方を理解す

る。 

・北海道と沖縄県の人口の混

み具合を比べる。 

・「人口密度」を知り，人口密

度を求める。 

 ○□技 人口密度を

求めることが

できる。(学習活

動の様子・ノー

ト) 

◎□知 人口密度の

意味を理解し

ている。（学習

活動の様子） 

 

1C2T 

TT 

11 単位量当たり

の大きさを用

いて，問題を解

決できる。 

・米のとれ具合を，単位量当

たりの大きさを用いて調べ

る。 

 ◎□技 単位量当た

りの大きさを

用いて，2 つの

資料を比べる

ことができる。

(学習活動の様

子・ノート) 

 

1C2T 

TT 



③ まとめ【3 時間】  

12 学習内容を適

用して問題を

解決する。 

・「力をつけるもんだい」に取

り組む。 

 

 

◎□技 学習内容を

適用して，問題

を解決するこ

とができる。(学

習 活 動 の 様

子・ノート） 

 

1C2T 

TT 

13 算数的活動を

通して学習内

容の理解を深

め，興味を広げ

る。 

・〔やってみよう〕２つの活動

から選択する。時間的な余

裕があれば，他の活動にも

取り組む。 

・コース１ 身の回りから単

位量当たりの考えを使って

いる場面を探す。 

・コース２ 日本の各県の人

口密度を調べ，白地図に 10

万人を 1 つの点で表す。 

 

 ◎□関 学習内容を

適切に活用し

て，活動に取り

組もうとして

いる。（学習活

動の様子・ノー

ト） 

1C2T 

2 ｺｰｽ 

14 学習内容の定

着を確認し，理

解を確実にす

る。 

・「しあげ」に取り組む。  ◎□知 基本的な学

習内容を身に

つ け て い る 。

（学習活動の

様子・ノート） 

 

1C2T 

TT 

【発展】「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，学習内容を基に平均や単位量当たりの考えに

ついて理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 本時の指導（８/１４） 

（１） 目標   

面積と匹数が異なる場合の混み具合の比べ方を理解し，比べることができる。 

（２）指導に当たって 

【数学的な表現を使って考える活動】 

・「２量のうち一方がそろっていると比べることができる」という考え方を基に，数直線や式に表現

する活動を通して，問題の解決を図ることができるようにする。 

 

【数学的な表現を使って学び合う活動】 

・数直線と式を関連付けながら説明する活動を通して，混み具合の比べ方のとらえを確かなものに

   する。 

 

 【振り返る活動】 

・板書をもとに学習のポイントを整理し，学習の価値付けを行いまとめに活かす。 

・適用問題により，本時の学習を再構成させる。 

・視点を示して児童に学習感想を書かせ，本時の学びを自覚させる。 

 

（３）評価規準（数学的な考え方） 

混み具合を比べるときに，どちらか一方にそろえて比べるとよいことを考え，説明している。 

（学習活動の様子・ノート） 

 

 

（４）展開 

過
程 

学習活動 
教師の働きかけと予想される反応 

◆研究の重点 

・留意点 □評評価 

T1 T2 

と 

ら

え

る 

・ 

考

え

る 

 

７ 

分 

１ 

問題把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                        

 

 

 小屋の面積（㎡） うさぎの数（ひき） 

A     ６ ９ 

B    ６ ８ 

C     ５ ８ 

 

 

○混み具合を比べるのに必要な考え方を確認す

る。 

・小屋の面積が同じ時は，うさぎの数が多い方が

混んでいる。 

・うさぎの数が同じ時は，小屋の面積が小さい方

が混んでいる。 

○必要な考え方を使って考えた結果を確かめる。 

・ＡとＢではＡ。  ・ＢとＣではＣ 

・ＡとＣはよく分からない。 

 

 

 

・混み具合を考えるときは，な

らした状態で考えていくこと

をドット図を使って確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

A，B，C のうさぎ小屋の，こんでいる順番を調べましょう。 



 

２ 

課題把握 

 

 

 

○解決の見通しをもたせる。 

・面積を同じにしてその時のうさぎの数で比べる。 

・うさぎの数を同じにしてその時の小屋の面積で

比べる。 

 

 

 

 

・導入で扱った一方の数をそろ

えると比べられることを全

体で確認する。 

考

え

る

・

見

つ

け

る 

 

 

25 

分 

３ 

共同思考 

○面積を同じにして比べる方法を考えさせる。 

① ３０㎡当たりの匹数で比べる。（公倍数） 

Ａ 30÷６＝５ 9×5=45（ひき） 

Ｃ 30÷５＝６ 8×6=48（ひき） 

 

 

 

 

      ○児童の考えをきめ細やかに 

取り上げ，前時と関連付ける。 

・同じ面積当たりで比べると，うさぎの数が多い

方が混んでいる。だからＣの方が混んでいる。 

② 面積 1 ㎡当たりの匹数で比べる。（単位面積当

たり） 

Ａ ９÷６＝１．５（ひき） 

Ｃ ８÷５＝１．６（ひき） 

 

 

 

 

 

         ○切り返しを行い，児童の考

えを価値付ける。 

③ 一匹当たりの面積で比べる。（単位匹数当た

り） 

Ａ ６÷９＝０．６６６・・ （㎡） 

Ｃ  ５÷８＝０．６２５（㎡） 

 

 

 

 

 

・うさぎ一匹当たりの面積で比べると，面積が小

さい方が混んでいる。 

 だから，Ｃの方が混んでいる。 

○混んでいる順番を確認する 

・混んでいる順番はＣ，Ａ，Ｂの順である。 

○「単位量あたりの大きさ」で②③を整理する。 

◆「二量のうち一方がそろって

いると比べることができる」

という考え方を基に数直線

や式に表現する活動を通し

て問題の解決を図ることが

できるようにする。 

・混み具合を決定する二つの量

には比例関係が成り立って

いることを理解させる。 

・なぜ 30 なのか，数直線図を

使いながら公倍数から求め

られることに気付かせる。 

・単位量当たりの大きさを求め

る式の意味を理解できるよ

うに式と表の数値を対応さ

せたり，数直線図を基に，式

を読み取らせたりする活動

を取り入れる。 

 

◆数直線と式を関連付けなが

ら説明する活動を通して，

混み具合の比べ方のとらえ

を確かなものにする。 

 

 

・式の意味を単位面積当たりの

考え方と対比しながら理解

させる。 

 

・求めた商の意味を理解できる

ようにするため，図に表して

具体的にとらえさせる。 

 

 

 

 

小屋の面積もうさぎの数もちがうときの，こみぐあいの比べ方を考えよう。 
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13 

分 

４  

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習で大事な内

容や考え方を児童主体

に板書をもとに振り返

る活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○適用問題を解かせる。(H25 全国学調算数Ａ□4 よ

 り引用)       

○どの考え方でどのよう

に結論を出すか，考え

ながら問題を解かせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ ２０÷５＝４ 

 Ｂ １２÷４＝３ 

○上記の計算からどのようなことが分かるか考え

させる。 

○学習感想を書かせ，発表させる。 

視点①今日の学習でわかったこと 

視点②今日の学習で使えると思ったこと 

・混み具合のように二つの量で比べるときは，一

つの量をそろえて比べるとよいことが分かっ

た。 

・単位量当たりの考え方を使うと比べるときに便

利だと感じた。 

○次時の学習の方向性を伝える。 

・Ｄのうさぎ小屋の混み具合をくらべることを伝

える。  

◆板書をもとに学習のポイン

トを整理し，学習の価値付け

を行いまとめに活かす。 

□評 混み具合を比べるときに，ど

ちらか一方にそろえて比べ

るとよいことを考え，説明し

ている。（学習活動の様子・

ノート） 

 

 

 

 

 

 

・「１㎡当たりの考え方」，「１

人当たりの考え方」のどちら

の考え方で求めたのか，明確

にさせる。 

 

◆適用問題により，本時の学習

を再構成させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆視点を示して児童に学習感

想を書かせ，本時の学びを自

覚させる。 

 

 

 

 

 

 

 

こみぐあいを比べるには，面積とうさぎの数のどちらか一方の量

を，公倍数や単位量あたりの考え方でそろえて考える。 
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            Ｂ 
 
 
 
 
次の表は、部屋の中にいる人数と面積を表しています。 
    

部屋の中にいる人数と部屋の面積 

 人数（人） 面積（㎡） 

Ａ ５ ２０ 

Ｂ ４ １２ 
 

２０㎡ １２㎡ 



（５）板書計画 

 

  

 

 

 

               ○A と C を比べる。 

  

                 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         補助黒板 

 

 

 

 

 

A，B，C のうさぎ小屋の，こ

んでいる順番を調べましょう。 

 

小屋の面積もうさぎの数もち

がうときの，こみぐあいの比べ

方を考えよう。 

 

こみぐあいを比べるには，面

積とうさぎの数のどちらか一方

の量を，公倍数や単位量あたり

の考え方でそろえて考える。 

 

 小屋の面積 うさぎの数 

A ６㎡ ９ひき 

B ６㎡ ８ひき 

C   ５㎡ ８ひき 

 

① 30 ㎡当たりの匹数で比べる。 

A 30÷６＝５ 9×5=45 45 ひき 

C 30÷５＝６ 8×6=48 48 ひき 

② 1 ㎡当たりの匹数で比べる。 

A ９÷６＝1.5  1.5 ひき 

C ８÷５＝1.6  1.6 ひき 

③ 一匹当たりの小屋の面積で比べる。 

A ６÷９＝0.667    0.67 ㎡ 

C ５÷８＝0.625  0,625 ㎡ 

 

C のほうがこんでいる 

面積が同じ 

うさぎの数が多いほうがこんでいる。 

うさぎの数が同じ 

面積がせまいほうがこんでいる。 一方をそろえる→１あたり 

公倍数 

練習問題 

 

ＡとＢの 2 つの部屋があります。 

次の表は、部屋の中にいる人数と部屋の面積を

表しています。 

 どちらの部屋のほうがこんでいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

÷６   ×５ 
０ 1.5    ９    45
    
    

０ １    ６    30（㎡） 
    ÷６   ×５ 
 

÷５   ×６ 
０ 1.6    ８    48
    
    

０ １    ５    30（㎡） 
    ÷５   ×６ 
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次の表は、部屋の中にいる人数と面積を表しています。 
    

部屋の中にいる人数と部屋の面積 

 人数（人） 面積（㎡） 

Ａ ５ ２０ 

Ｂ ４ １２ 
 

２０㎡ １２㎡ 


